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注 意 事 項

 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

 問題冊子は，�ページ（表紙，白紙を除く）です。試験開始後，確認しなさい。

 解答は，別紙の解答用紙に記入しなさい。

 受験番号は，解答用紙の指定の欄に用紙ごとに正しく記入しなさい。

 字数が指定されている問については，アルファベット，算用数字，句読点も�字

とし，�マスに�字ずつ記入しなさい。

◇Ｍ９（６４８―４９）



� 地層や岩石に関する以下の文章を読んで，問�～�に答えよ。

図�はある地域の模式的な地下の南北断面図である。地下には火成岩 A・Bと

地層 C～E，�つの不整合がある。この地域は過去に地震によって液状化の被害

がでた。

地層 Cは沖積層である。地層 Dにはアンモナイトの化石が含まれていた。ア

ンモナイトは，死後そのまま地層中に保存されたもので，再移動，再堆積してい

ない。地層 Eは付加体の地層で，一部に級化層理が認められた。火成岩 Aの熱

によって，地層 Eは変成作用を受けているが，地層 Dは変成作用を受けていな

い。火成岩 Aと火成岩 Bの薄片を偏光顕微鏡で観察すると，図�の通りであっ

た。

火成岩 Aは粒径がそろった比較的大きな鉱物の集合からなっている。このよ

うな組織を ア 組織という。火成岩 Aはマグマが イ されて固

まった岩石である。一方の火成岩 Bは大きな鉱物の ウ と細かい鉱物や

ガラスなどからなる エ からなっており，このような組織を オ 組

織とよぶ。火成岩 Bの SiO２量を調べると，７５質量％であったため，岩石名は

カ 岩である。

問 １ 文中の ア ～ カ に入る適切な語を以下の語群から選び答え

よ。

（語群） 急冷，徐冷，斑れい，斑状，斑晶，斑紋，流紋，等粒状，石基，

火山，堆積，深成，玄武，花こう

問 ２ 火成岩 A・Bおよび地層 C～Eの�つについて，その形成順序を，古いも

のから順に A～Eの記号で答えよ。

問 ３ 火成岩 Aの薄片に認められる鉱物のうち，最初に形成された鉱物は何

か。図�を参考にして鉱物の名称を解答し，さらにそのように判断できる理

由を５０字以内で説明せよ。
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問 ４ 一般に，地表での地震の揺れは，地点 aと地点 bのどちらの方が大きく

なるか。地点名称を「a」または「b」で解答し，さらにそのように判断され

る理由を５０字以内で説明せよ。ただし，地震の震源は地点 a，bから等距

離にあるとする。

問 ５ 地層 Dの堆積物がたまった環境について，以下の語群Ａ・Ｂのうちから

適切なものを�つずつ選び，それらの語を用いて５０字以内で説明せよ。

（語群Ａ） 示相化石，示準化石

（語群Ｂ） 山地，河川，湖沼，海，新生代，中生代，古生代

問 ６ 地層 Eについて以下の問いに答えよ。

 級化層理に基づいて地層の上下判定を行うと，地層 Eは図�の北と南

のどちらが上位か。「北」または「南」で答えよ。

 地層 Eに含まれている可能性がある化石として，不適切なものを以下

の～のうちから�つ選び，解答欄に数字で答えよ。

 フズリナ

 ビカリア

 イノセラムス

 トリゴニア

問 ７ 付加体に認められる層序（地層の上下の重なり方）を海洋プレート層序とい

うが，一般にどのようなものか。以下の�つの語をすべて用いて，それらの

形成場所とともに，その積み重なり順を１５０字以内で説明せよ。

れき

礫岩，砂岩，チャート，玄武岩，ケイ質泥岩
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� 地球と惑星の形や運動に関する以下の問�～�に答えよ。

問 １ 紀元前�世紀のギリシャ人の学者エラトステネスは，地球の大きさを初め

て求めた人物として知られている。彼は，自身が住むアレキサンドリアの南

方の街シエネで，夏至の日の正午に太陽が真上に来ることを，書物により

知った。そこで彼は，夏至の日の正午にアレキサンドリアで太陽の高さを測

定し，太陽が真上より南に７．２度（３６０度の５０分の�）傾く方向にあるとい

う結果を得た。彼は当時の知見に基づき，シエネとアレキサンドリアの距離

を５０００スタジア（スタジアは当時の長さの単位）と見積もるとともに，「地球

は球形である」，「太陽は地球から遠い」，「シエネとアレキサンドリアは同一

子午線上にある」，と仮定して，地球の全周の長さ（周長）を計算した。

 これらのデータと仮定に基づき，エラトステネスが地球の周長を求めた

手順を具体的に説明せよ。解答欄に図を描いてもよい。また，�スタジア

＝１８０mと仮定して，彼が求めた周長を，有効数字�桁，単位は kmとし

て答えよ。

 実際の地球を，半径６．３７×１０３kmの球とする。で求めた地球の周

長は，実際の地球の周長に比べて何％大きい（または小さい）か。円周率を

３．１４として，有効数字�桁で答えよ。途中の計算過程も示すこと。
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問 ２ 実際の地球の形は完全な球ではなく，赤道方向にわずかにふくらんだ回転
だ

楕円体と見なせる。地球上の物体に働く重力は，地球の質量による万有引力

と自転による遠心力の合力である。これらの力はそれぞれ，緯度によって大

きさが変化する。

 地球の偏平率（赤道半径と極半径の差を赤道半径で除した値）は，おおよ

そどのくらいか。以下の数値の中から最も近いものを�つ選び，答えよ。

�/３０，�/１００，�/３００，�/１０００

 同じ物体が赤道と極にある場合，万有引力，遠心力，および重

力は，それぞれどちらの方が大きいか（または等しいか）。，，に

ついて，それぞれの解答欄に「赤道の方が大きい」，「極の方が大きい」，

または「等しい」のいずれかを記入せよ。

 地球上の物体に働く重力の方向は，必ずしも地球の中心（重心）を向かな

い。その理由を説明せよ。

問 ３ 地球は自転しながら太陽のまわりを公転している。以下の～の語群の

中で，地球の自転または公転と関係のある語のみで構成されるものはどれ

か。�つ選び，解答欄に数字で答えよ。

 年周視差，年周光行差，分光視差

 均時差，潮の満ち引き，エクマン輸送

 火星の逆行，金星の内合，食連星

 赤方偏移，マウンダー極小期，デリンジャー現象
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問 ４ ドイツの天文学者ケプラーは，１７世紀前半に惑星の運動に関する以下の

�つの法則（ケプラーの法則）を発見した。

第�法則：惑星は太陽を ア の�つとする イ 軌道を公転す

る。

第�法則：惑星と太陽を結ぶ ウ が同じ時間に描く エ は等し

い。

第�法則：惑星の公転周期の オ 乗は，惑星と太陽の平均距離の

カ 乗に比例する。

 文中の ア ～ カ に入る適切な語または数値を，以下の語

群から選び答えよ。

（語群） 円，楕円，放物線，双曲線，らせん，線分，垂線，接線，円弧，

中心，外心，内心，中点，焦点，近日点，遠日点，長さ，面積，

体積，�/�，�，�，�，�

 太陽の周囲を公転し，その軌道の平均距離が３６天文単位である天体 X

を考える。地球もこの天体もケプラーの法則に従って公転していると仮定

し，年を単位として，天体 Xの公転周期を有効数字�桁で求めよ。途中

の計算過程も示すこと。
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